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10 下のグラフはＡ駅からＳ駅を通り，Ｂ駅まで行く特急と急行のダイヤを表したもの

です。

ＡＳ間の距離は 35km，ＳＢ間の距離は 45km です。特急の速さは時速 km で

す。急行は特急の待ち合わせのため，Ｓ駅で 分間停まり，特急は急行がＳ駅

に着いて 2 分後に通過します。

ある日，特急は定時に出発しましたが，天候が悪く通常より速度を落として運転

しました。しかし，時速 km 以上で走ったので，急行をＳ駅で追い抜くことが

でき，さらに急行はダイヤ通りに運転できました。ただし，急行は特急が通過して

から 1 分後には発車できるものとします。
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上のグラフから，特急は 11：14 － 10：10 ＝ 1 時間 4 分で

35 ＋ 45 ＝ 80km を進むので，特急の時速は

80 ÷ ＝ 75km/時。つまり時速 75km です。

また，特急はＡ駅からＳ駅まで 35 ÷ 75 ＝ 時間＝ 時間＝ 28 分かかるの

で，特急がＳ駅に着いたのは 10：10 ＋ 28 分＝ 10 時 38 分。

よって，急行がＳ駅に着いたのは 10 時 38 分－ 2 分＝ 10 時 36 分･･(ｱ) なので，

急行はＡ駅からＳ駅まで 10：36 － 10：01 ＝ 35 分かかった。

急行の速さは 35 ÷ 35 ＝ 1km/分なので，急行はＳ駅からＢ駅まで

45 ÷ 1 ＝ 45 分かかるので，急行がＳ駅を発車したのは

11：29 － 45 分＝ 10 時 44 分。･･(ｲ)

(ｱ)，(ｲ)から，急行がＳ駅で停まった時間は 10：44 － 10：36 ＝ 8 分間 です。

また，ある天候が悪い日，急行はダイヤ通りに運転できたので，特急がＳ駅を通

過した最も遅い場合の時刻は(ｲ)より，10：44 － 1 分＝ 10：43。

この場合，特急はＡ駅からＳ駅まで 10：43 － 10：10 ＝ 33 分かかるので，時速

は 35 ÷ km/時。

つまり，特急は時速 km 以上で走りました。
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